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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１） 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

  ア 収容定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

  追手門学院大学は、「独立自彊・社会有為」という学園の教育理念のもと、昭和４１

年４月に経済学部と文学部の２学部をもって開学し、その後、経営学部、心理学部、社

会学部、国際教養学部、地域創造学部を開設し、令和４年４月からは、国際教養学部を

発展的に改組し、文学部と国際学部の２学部を設置し、さらに令和５年４月から法学部

を加えた８学部を擁する人文社会科学系大学へと成長を遂げている。 

追手門学院大学は、開学以来、地域社会における人文社会科学分野に関する高等教育

の場として、大きな役割を果たしているとともに、常に教育研究環境の整備と充実に努

めてきたことから、地域社会における高等教育機関としての存在感とその重要性を高

め、これまで有為な人材を数多く輩出している。 

昨今、少子化による進学人口の減少や高学歴志向の高まりなど、高等教育を取り巻く

社会情勢は急速に変化しており、進学希望者の進学意向や地域社会の人材需要を十分

に見極めつつ、高等教育機関としての個性や特色の明確化に一層努めるとともに、中枢

中核都市における高等教育機関としてのさらなる役割を果たす必要性が生じてきてい

る。 

今後、本学が地域社会の多様な期待や要請に適切に応え、自律性に基づく多様化や個

性化を推進していくためには、自らの責任において、進学希望者のニーズや地域社会か

らの要請に対応した教育組織の充実や教育内容及び教育方法の改善など、高等教育機

関としての新たな取組みに格段の努力を注ぐことが重要であると考えている。 

このような高等教育を取り巻く社会環境の変化や最近の進学希望者の動向などを踏

まえるとともに、特に、昨今の社会情勢を見据えたうえで、地域に根ざした人文社会科

学系大学としての役割と責任を果たすとともに、地域社会に対するより一層の貢献に

むけて、令和６年４月より文学部人文学科の収容定員変更を行うこととした。 

  イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

  文学部人文学科は、昨今の進学需要や人材需要の動向を踏まえたうえで、特に進学希

望者の興味と関心や学習意欲に柔軟に応えつつ、学部教育における学生の選択の幅や

流動性を高めるとともに、中枢中核都市における高等教育機関としての多様な発展に

向けた教育研究に取組むことを目的として、令和４年４月に開設した。 

文学部人文学科では、開設後、設置の趣旨や目的等が活かされるよう、設置計画に基
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づく教育研究の適切な履行に努めていることから、開設初年度及び２年目とも数多く

の志願者数と入学者数を確保しており、近年の１８歳人口の減少期においても、入学者

選抜の機能を十分に果たすことができるだけの状況を確保している。 

今後、本学が地域社会に対して高等教育機関としての使命と役割を一層果たしてい

くためには、文学部人文学科への進学希望者に対して、より広く教育を受ける機会を提

供することで、高い進学需要に積極的に応えるとともに、多くの有為な人材を輩出する

ことで、地域社会への人的貢献を果たす必要があると考えている。 

このことから、文学部人文学科における開設以降２年間の志願者数の状況を踏まえ

たうえで、受験生からの進学需要の高い学部教育における養成規模の拡充を図ること

による地域社会へのさらなる貢献を目指すこととし、入学者選抜の機能が低下しない

範囲内で、文学部人文学科の収容定員変更を行うこととした。 

  ウ 収容定員を変更する学科等の趣旨目的、教育内容、定員設定等 

１ 収容定員を変更する学科等の趣旨目的、教育内容 

       文学部人文学科は、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「文学分野」とし

て、文学分野に関する教育研究を通して、「日本の歴史や文化及び日本語に対する広く

深い知識や理解と見識に基づく豊かな表現力を習得する。また、文学作品や文献をもと

に事実を科学的に考察するための技術を身に付け、物事を深く見通し、本質をとらえる

能力を習得する」ことを教育研究上の目的としている。 

また、文学部人文学科では、「日本文学・日本語・日本史・日本文化に関する学びを

通して、高い理解力と思考力を身に付け、専門的知識を活用して思考・行動ができると

ともに、創造的に問題解決を図り、新しい文化や時代を創出することができる人材を養

成する」こととしている。 

文学部人文学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、円滑

な単位の取得が可能となるよう、養成する具体的な人材像に対応した履修モデルとして

「文学中心」、「歴史中心」、「文化中心」の３つのモデルを設定しており、学生の興味と

関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となるよう配慮している。 

２ アとイで分析した課題に対して収容定員を変更する学科がどのように貢献できるのか 

    文学部人文学科の収容定員変更は、アやイに掲げている「地域に根ざした人文社会科

学系大学としての役割と責任を果たす」こと及び「地域社会に対して高等教育機関とし

ての使命と役割を果たす」ものであり、収容定員を変更することで「高い進学需要に積

極的に応える」ことは、学生受入れの面から地域社会に貢献できるものであり、「より多

くの有為な人材を輩出する」ことは、人材養成の面から地域経済の発展に貢献できるも
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のである。 

３ 収容定員設定の理由 

定員設定の理由は、文学部人文学科における開設初年度及び２年目の志願者動向を

踏まえたうえで、学生確保の見通しの調査結果、収容定員を変更する分野の動向、中

長期的な１８歳人口の全国的、地域的動向等、競合校の状況、既設学部の学生確保の

状況などを総合的に勘案するとともに、文学部人文学科における教員組織、教育課程、

施設設備及び学部運営に係る財務的な視点等を勘案しつつ、教育の質の保証の観点か

ら、充実した教育研究体制の確保が可能となるよう配慮し、入学定員を現行の１８０

人から２２０人に変更することとした。 

４ 今、収容定員変更をしなければならない理由 

    今般、収容定員変更を計画している文学部人文学科は、昨今の進学需要や人材需要

の動向を踏まえたうえで、特に進学希望者の興味と関心や学習意欲に柔軟に応えつつ、

学部教育における学生の選択の幅や流動性を高めることを目的として設置したところ

であるが、開設初年度及び２年目における志願者動向から、進学需要の高い専門分野

における受入れ規模の充実を図ることにより、進学希望者に対してより広く教育を受

ける機会を提供する必要があると判断したものである。 

５ 文学部人文学科の入学金、授業料等の学生納付金の額と設定根拠 

          学生納付金の設定根拠については、大学及び学部運営に係る財務的視点と学生納付

金の学生への還元など受益者に対する説明責任の観点を踏まえるとともに、設置圏域

における類似の学部・学科を設置している私立大学（立命館大学、龍谷大学、関西大

学、近畿大学、関西学院大学、甲南大学、神戸学院大学）の学生納付金の設定状況を

勘案したうえで、完成年度における教育研究経費比率や教育活動支出依存率を見極め

つつ、大学及び学部の運営上における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費

等の財務予想による実質的な採算分岐点に基づく金額として設定している。（資料１：

設置圏域における類似学部を設置している私立大学の学生納付金） 

  エ 学生確保の見通し 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

１）設置圏域を中心に所在する高等学校の２年生に対する進学需要調査結果 

文学部人文学科の収容定員変更は、開設初年度及び２年目の志願者動向を踏まえた

うえで、学生確保の見通しの調査結果、収容定員を変更する分野の動向、中長期的な
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１８歳人口の全国的、地域的動向等、競合校の状況、既設学部の学生確保の状況など

を踏まえたうえで計画していることから、十分な学生確保が見込めるものと考えられ

るが、収容定員変更の計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値か

ら確認することを目的として、設置圏域を中心に所在する高等学校の２年生に対する

進学意向に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、高等学校卒業後の進路について「大学進学（４年制・６年制）」と回答し、

進学を希望するする分野について「文学・史学・哲学関係」と回答した者で、追手門

学院大学の文学部人文学科を「受験を希望する」と回答した者のうち、文学部人文学

科に合格した場合「入学を希望する」と回答した者は２９６人、「併願大学の結果によっ

て入学する」と回答した者は７３人となっている。（資料２：追手門学院大学文学部 進

学需要・人材需要に関するアンケート調査結果報告書（進学需要調査部分抜粋））

このように、設置圏域を中心に所在する一部の高等学校の２年生の調査結果におい

ても、追手門学院大学の文学部人文学科への高い受験意向と入学意向が示されている

ことから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

    ２）進学需要調査結果等に基づく進学需要推計 －中長期的な学生確保の見通し－ 

文学部人文学科の収容定員変更後における中長期的な学生確保の見通しについて、

設置圏域を中心に学校基本調査報告及び進学需要調査結果から推計を行った。 

その結果、文学部人文学科への入学希望者については、収容定員変更後の入学定員

２２０人に対して、収容定員変更後２年目は２５７人、３年目は２７６人、４年目は

２７４人、５年目は２６８人と推計することができ、収容定員変更をした場合の中長

期的な学生確保についても十分に見込むことができる推計結果となっている。（資料

３：大阪府及び隣接府県の高等学校及び中学校の在籍者数及び高校進学率）（資料４：

大阪府及び隣接府県における学校基本調査報告及び進学需要調査結果に基づく進学需

要推計） 

 Ｂ．収容定員を変更する学部の分野の動向 

       日本私立学校振興・共済事業団による各年度における「私立大学・短期大学等入学

志願動向」による「主な学部別の志願者数・入学者動向（大学）」における「文学」の

全国的な動向をみると、平成３０年度から令和４年度までの５年間の入学定員に対す

る志願者数と志願倍率の平均は、入学定員３３,０８０人に対して志願者数３０７,６

７２人、志願倍率９.３倍と安定した志願者数と志願倍率で推移しており、入学定員充

足率においても５年間の平均は１０１.９％となっている。（資料５：全国私立大学学

部系統別の入学志願動向（平成３０年度～令和４年度）） 

このように、今般、収容定員変更を計画している文学部人文学科と同分野の文学部
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における最近の全国的な志願者・入学者動向から、当該分野における安定的な志願者

数と入学者数の状況で推移していることから、収容定員を変更した場合でも十分な学

生確保を見込むことができると考えられる。 

 Ｃ．中長期的な１８歳人口の全国的、地域的動向等 

   １）大阪府及び隣接府県の高等学校及び中学校の在籍数 

令和４年度の本学への通学可能圏域である大阪府、京都府、兵庫県、奈良県の学校

基本調査によると、文学部人文学科の収容定員変更後の初年度に受験対象者となる大

阪府、京都府、兵庫県、奈良県の高等学校に在籍している２年生の生徒数は１３８，

２５１人、収容定員変更後２年目に受験対象者となる大阪府、京都府、兵庫県、奈良

県の高等学校に在籍している１年生の生徒数は１４４，８５７人となっている。 

また、収容定員変更後３年目に受験対象者となる大阪府、京都府、兵庫県、奈良県

の中学校に在籍している３年生の生徒数は１５７，２０８人、収容定員変更後４年目

に受験対象者となる大阪府、京都府、兵庫県、奈良県の中学校に在籍している２年生

の生徒数は１５５，９１６人となっている。 

なお、令和４年３月の大阪府、京都府、兵庫県、奈良県の中学校を卒業した者の高

等学校等への進学率の平均は９８．９％となっており、大阪府、京都府、兵庫県、奈

良県の中学校を卒業した者の高等学校等への進学率を見ても、今後、大阪府、京都府

、兵庫県、奈良県の大学受験対象者が大きく減少することはなく、中長期的な学生確

保の見通しがあるものと考えられる。（資料３: 大阪府及び隣接府県の高等学校及び

中学校の在籍者数及び高校進学率） 

  ２）大阪府及び隣接府県の人口動向等 －年齢別人口における中長期的な見通し－ 

       全国的に１８歳人口の減少が予想されている中で、大阪府、京都府、兵庫県、奈良

県における学齢人口は比較的緩やかな傾向が示されており、総務省統計局が公表して

いる最新の大阪府、京都府、兵庫県、奈良県の最新の年齢（５歳階級）別推計人口を

みると、１０歳～１４歳の人口は７７３,０００人、５歳～９歳の人口は７１５,００

０人となっており、今後の大学受験対象者となる５歳～１４歳の年齢別人口は、微増

減を繰り返しながら穏やかに推移していくことから、中長期的にみても大学受験対象

者が急激に減少することはないものと見込まれる。（資料６：大阪府及び隣接府県にお

ける人口統計の抜粋） 

  ３）大阪府及び隣接府県の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

   １ 大阪府の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

大阪府の学校基本調査によると、大阪府内の高等学校を卒業した者の過去３年間の

大学等進学状況は、令和２年３月は卒業者数７２，５５５人のうち大学等進学者は４
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４，８７３人で大学等進学率は６１．８％、令和３年３月は卒業者数７０，３３９人

のうち大学等進学者は４５，２２９人で大学等進学率は６４．３％、令和４年３月は

卒業者数６８，０６５人のうち大学等進学者は４５，３０５人で大学等進学率は６６．

６％となっており、大阪府内の高等学校を卒業した者の大学等進学率は、令和２年３

月の６１．８％から令和４年３月は６６．６％と４．８ポイント上昇していることか

ら、大阪府内の高等学校を卒業した者の大学受験対象者が大きく減少することはなく、

中長期的な学生確保の見通しがあるものと考えられる。 

  ２ 京都府の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

京都府の学校基本調査によると、京都府内の高等学校を卒業した者の過去３年間の

大学等進学状況は、令和２年３月は卒業者数２２，５４１人のうち大学等進学者は１

５，２８３人で大学等進学率は６７．８％、令和３年３月は卒業者数２２，０４９人

のうち大学等進学者は１５，３９９人で大学等進学率は６９．８％、令和４年３月は

卒業者数２１，８２１人のうち大学等進学者は１５，５６８人で大学等進学率は７１．

３％となっており、京都府内の高等学校を卒業した者の大学等進学率は、令和２年３

月の６７．８％から令和４年３月は７１．３％と３．５ポイント上昇していることか

ら、京都府内の高等学校を卒業した者の大学受験対象者が大きく減少することはなく、

中長期的な学生確保の見通しがあるものと考えられる。 

３ 兵庫県の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

兵庫県の学校基本調査によると、兵庫県内の高等学校を卒業した者の過去３年間の

大学等進学状況は、令和２年３月は卒業者数４４，８４６人のうち大学等進学者は２

８，０４６人で大学等進学率は６２．５％、令和３年３月は卒業者数４３，９５７人

のうち大学等進学者は２８，２８５人で大学等進学率は６４．３％、令和４年３月は

卒業者数４２，４５４人のうち大学等進学者は２８，００４人で大学等進学率は６６．

０％、となっており、兵庫県内の高等学校を卒業した者の大学等進学率は、令和２年

３月の６２．５％から令和４年３月は６６．０％と３．５ポイント上昇していること

から、兵庫県内の高等学校を卒業した者の大学受験対象者が大きく減少することはな

く、中長期的な学生確保の見通しがあるものと考えられる。 

４ 奈良県の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

奈良県の学校基本調査によると、奈良県内の高等学校を卒業した者の過去３年間の

大学等進学状況は、令和２年３月は卒業者数１１，６６１人のうち大学等進学者は６，

９８２人で大学等進学率は５９．９％、令和３年３月は卒業者数１１，１８０人のう

ち大学等進学者は６，９０９人で大学等進学率は６１．８％、令和４年３月は卒業者

数１０，９３９人のうち大学等進学者は６，９３５人で大学等進学率は６３．４％と

なっており、奈良県内の高等学校を卒業した者の大学等進学率は、令和２年３月の５
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９．９％から令和４年３月は６３．４％と３．５ポイント上昇していることから、奈

良県内の高等学校を卒業した者の大学受験対象者が大きく減少することはなく、中長

期的な学生確保の見通しがあるものと考えられる。（資料７: 大阪府及び隣接府県の

高等学校を卒業した者の大学進学状況） 

５ 大阪府及び隣接府県の高等学校を卒業した者の入学状況 

文学部人文学科における開設以降２年間の都道府県別の入学状況をみると、大阪府

内の高等学校を卒業した者の入学者数は、入学者総数３９４人の約７１．６％にあた

る２８２人、京都府内の高等学校を卒業した者の入学者数は、入学者総数３９４人の

約２．８％にあたる１１人となっている。 

また、兵庫県内の高等学校を卒業した者の入学者数は、入学者総数３９４人の約１

４．７％にあたる５８人、奈良県内の高等学校を卒業した者の入学者数は、入学者総

数３９４人の約９．６％にあたる３８人となっており、文学部人文学科における大阪

府、京都府、兵庫県、奈良県の高等学校を卒業した者は、入学者総数３９４人の約９

８．７％にあたる３８９人と高いものとなっている。 

このように開設以降２年間における都道府県別の進学状況から、文学部人文学科へ

の大阪府、京都府、兵庫県、奈良県内の高等学校を卒業した者の入学傾向は続くもの

と見込まれ、特に大阪府と兵庫県からの入学者は２年間の平均で８６．３％を超える

高い入学率であり、先に記した大阪府、京都府、兵庫県、奈良県内の高等学校及び中

学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学状況等と併せみても、中長期的に

安定した志願者と入学者の確保を見込むことができると考えられる。（資料８：追手門

学院大学文学部人文学科における大阪府及び隣接府県の高等学校を卒業した者の入学

状況）※令和５年度においては３月１３日時点の数値である。 

Ｄ．競合校の状況 

文学部人文学科との競合が想定される私立大学は、立命館大学文学部人文学科（入

学定員１，０３５人）、龍谷大学文学部日本語日本文学科（入学定員１０１人）、同

文学部歴史学科（入学定員２６７人）、関西大学文学部総合人文学科（入学定員７７

０人）、関西学院大学文学部文化歴史学科（入学定員２７５人）、同文学部言語学科

（入学定員３２０人）で、各大学が公表している入試結果による最近３年間の平均志

願者状況を見ると、６学科全体の入学定員２，７６８人に対して志願者数３３，０１

８人、定員充足率は１．０３で、１８歳人口の減少期においても安定した志願者数の

確保と定員充足率を維持しており、このような競合大学の志願者動向等からも十分な

定員充足が見込めると考えている。（資料９：想定される競合大学の志願者動向と定

員充足状況） 
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Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

１）収容定員を変更する学部等の状況 

今般、収容定員を変更する文学部人文学科の開設初年度と２年目の入学定員１８０

人に対する志願者数の平均は７８６人、平均志願倍率は約４．３７倍、実質的な競争

倍率である合格者数に対する受験者数の平均実質志願倍率は約１．８３倍、平均入学

定員充足率は１．０９となっており、１８歳人口の減少期においても安定した学生確

保の状況を維持している。 

なお、開設初年度と２年目の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員２２０人

に対する志願倍率を算定すると平均志願倍率は３．５７倍となり、前身である国際教

養学部国際日本学科を含む最近４年間の最も少ない年度の志願者数で算定しても３．

３４倍の志願倍率が見込まれることから、収容定員を変更した場合でも、入学者選抜

の機能が低下することのない志願倍率を維持することができると考えられる。（資料

１０：追手門学院大学文学部人文学科及び国際教養学部国際日本学科の志願者数の状

況と推定志願倍率）※令和５年度においては３月１３日時点の数値である。 

２）既設学部等の学生確保の状況 

      今般、収容定員を変更する文学部人文学科も含めた既設学部等における最近５年間

の入学定員に対する志願者数及び志願倍率、実質志願倍率、定員充足率等は、別添資

料１１の通りとなっており、１８歳人口の減少期においても安定した学生確保の状況

を維持している。（資料１１：既設学科等の定員充足状況）※令和５年度においては

３月１３日時点の数値である。 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、大学案内やリーフレット等の印刷物

の配布をはじめ、ホームページや高校生向けのＳＮＳ等の電子媒体による情報の発信、

新聞、雑誌、車内広告等の各種メディアを活用したＰＲ活動を行うとともに、本学へ

の資料等請求者に対するダイレクトメールによる各種情報の提供を行うこととしてい

る。 

また、高等学校訪問、塾・予備校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会、

保護者向け説明会や併設高等学校向け説明会、大学見学会をはじめ各地域における進

学相談会などの開催を通じて、学部・学科の理念、養成する人材像、学位授与方針・

教育課程編成の方針・入学者の受入方針をはじめ、学生生活を通した活動、取得可能

な免許や資格、過去における就職実績など様々な教育情報について、設置圏域を中心

とする高校生や保護者に対して広く周知を図ることとしている。 
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  １ 高等学校訪問 

高等学校訪問を中心とする個別募集活動に向けた募集戦略の強化を図ることとして

おり、具体的には、入試業務全般を所管し、募集広報に係る高等学校訪問を専門とす

る入試課の職員が中心となって、過去において入学者の受入れ実績のある高等学校を

中心とした重点募集対象地域の選定から最重点訪問高等学校や重点訪問高等学校のセ

グメントによる高等学校訪問計画の策定と特別指定高等学校枠の設定により、大府内

高等学校及び設置圏域の高等学校からの確実な入学者の確保を目指すこととしている。

年間延べ１,０００校を超える高等学校訪問のほか、延べ１,０００校の塾・予備校訪問

を実施している。

高等学校訪問は、募集対象者が多数在籍している高等学校の進路指導教員・学年担

当教員に対して、本学の様々な教育情報を直接的に周知することができるとともに、

継続的な訪問活動を行うことで、高等学校の教員との信頼関係を築くことができるも

のであり、高等学校の教員との信頼関係が構築できた場合には、高等学校内での生徒

に対する進学説明会の実施をはじめ、当該専門分野に進学を希望している生徒の紹介

をしてもらえるなどの効果が期待される。（資料１２：高等学校等の訪問の具体的計画） 

 ２ オープンキャンパス 

本学への入学を希望・検討している進学希望者やその保護者を対象として、大学施

設を積極的に公開し、本学への関心を深めてもらうための入学促進イベントとして、

オープンキャンパスを実施しており、学部長・専任教員による講演や模擬授業、在学

生や教職員による施設見学会、大学で学べる学問内容、取得可能な免許や資格、入学

者選抜制度、大学生活についての個別相談や質問を受け付けるなど、対面による丁寧

な説明を行うこととしている。 

また、昨今は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、1 日あたりの上限人

数を２,２２０人に設定し、完全予約制で開催をしている。こうした対面での予約制の

オープンキャンパスに加えて、ＷＥＢオープンキャンパスも開催しており、特設サイ

ト上で模擬授業動画１３本を含む動画コンテンツ２９本以上を配信している。２０２

２年度の対面のオープンキャンパスの参加者数は以下のとおりである。 

２０２２年度

日程 開催形式 事前申込者数 参加者数 

７月２３日 完全予約制 ２,２２０名 １,９４０名 

７月２４日 完全予約制 ２,２２０名 １,９６４名 

８月２８日 完全予約制 ２,０００名 １,４８３名 

新型コロナウイルス感染症が感染症法に定める５類感染症に移行する方針を受け、

２０２３度はオープンキャンパスを４回開催する予定であり、１日あたりの来場可能
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人数も引き上げる予定である。また引き続き、ＷＥＢコンテンツも有効に活用するこ

ととし、本学へ入学を希望・考慮している高校生やその保護者に、文学部の特色、学

びの環境を伝えていく予定である。 

３ 保護者向け説明会 

オープンキャンパスと同時開催で、本学の教育・研究活動等に関する理解を深めて

もらうために、本学への進学を希望している高校生の保護者を対象とする説明会を開

催する予定としており、教育研究の実施体制、学生生活の支援体制、就職活動の指導

体制、想定される卒業後の進路、学費や奨学金制度、大学や学部の施設情報など、保

護者が求めている情報を中心に本学の教職員による丁寧な説明を行うこととする。 

  ４ 高校教員向け説明会 

本学の教育・研究活動等に関する理解を深めてもらうための情報提供の機会を設け

ることにより、高等学校教員の高校生への進路指導に役立ててもらうことを目的とし

て、大阪府及び隣接府県に所在している高等学校の教員を対象とする説明会を開催す

ることとしており、個別説明・相談、当該年度の入試概要、想定される卒業後の進路、

大学施設の見学など、高等学校の教員と本学の教職員との対面による丁寧な説明を実

施している。本学の教育・研究活動等に関する理解を深めてもらうための情報提供の

機会を設けることにより、高等学校の教員が本学への進学を希望する生徒に対する進

路指導の際に役立ててもらうことの効果が期待される。具体的には、大阪南（天王寺）

エリア１回、大阪北（茨木総持寺キャンパス）２回の計３回、高等学校教員向けの入

試説明会を実施する予定であり、合わせて２００名以上の高等学校教員、塾・予備校

関係者の来場を見込んでいる。

  ５ 進学相談会

民間企業が主催する進学相談会には、設置圏域を中心に２０会場以上の参加を予定

している。大学・学部資料の配付だけでなく、入学者受入れの方針、選抜方法の種類、

試験科目、各入試の実施方法、授業科目、講義内容、取得可能な資格、想定される卒

業後の進路、大学周辺の施設や環境などに関する情報を広く提供することにより、学

生確保に努める予定である。

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

①  人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

文学部人文学科では、日本文学・日本語・日本史・日本文化に関する学びを通し
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て、高い理解力と思考力を身に付け、専門的知識を活用して思考・行動ができるとと

もに、創造的に問題解決を図り、新しい文化や時代を創出することができる人材を養

成する。 

また、文学部人文学科では、日本の歴史や文化及び日本語に対する広く深い知識や

理解と見識に基づく豊かな表現力を習得するとともに、文学作品や文献をもとに事実

を科学的に考察するための技能を身に付け、物事を深く見通し、本質をとらえる能力

を習得する。 

文学部人文学科の卒業後の進路としては、日本の文学・歴史・文化ならびに日本語

に関する専門知識を身に付けて、出版関連産業、文化関連産業や教育関連産業をはじ

めとする幅広い分野で活躍することが期待されるとともに、文化活動を通じて文化事

業や文化交流の振興や活性化に貢献することが期待される。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

 ア 既設学部・学科の求人状況等 

本学に対する最近４年間の求人件数の実績は、令和元年度は就職希望者１，２０７

人に対して、求人件数１９，４００件で求人倍率は約１６．０７倍、令和２年度は就

職希望者１，２９５人に対して、求人件数２０,３５０件で求人倍率は約１５．７１倍、

令和３年度は就職希望者１，３１５人に対して、求人件数１７，２３０件で求人倍率

は約１３．１０倍、令和４年度は就職希望者１，５６０人に対して、求人件数２１,７

０３件で求人倍率は約１３．９１倍となっており、昨今の就職難の状況下でも大きな

影響を受けることなく、数多くの求人数を得ている。（資料１３：既設学部・学科の求

人状況等）※令和４年度においては３月１３日時点の数値である。 

このように、本学では昨今の就職難の状況下においても大きな影響を受けることな

く、多数の求人件数を得ているとともに、高い就職実績を有していることは、本学に

おける人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要の動向等社会

の要請を踏まえたものであることを示しているものであり、収容定員を変更した場合

でも、就職先の確保については十分に見込めるものと考えられる。 

イ 人材需要の根拠となる調査結果の概要 

文学部人文学科の収容定員変更を計画するにあたり、人材の養成に関する目的その

他の教育研究上の目的が、人材需要等社会の要請を踏まえたものであることについて、

客観的なデータから検証することを目的として、本学への求人実績や卒業生の採用実

績がある企業・団体等を中心として、本学の文学部人文学科の必要性や養成する人材、

文学部人文学科を卒業した者への採用意向に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、文学部人文学科において養成する人材については、回答件数７６０件の
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約８３.３％にあたる６３３件が「必要性を感じる」と回答しており、文学部人文学科

で学んだ卒業生の採用については、回答件数７６０件の約８２.１％にあたる６２４

件が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業等のうち２０６件が単年度あたりの採用

予定人数を示しており、採用人数を「３人以上」と回答した３１件の企業等の採用人

数を「３人」、「人数は未定」と回答した４１７件の企業等の採用人数を「１人」とし

てカウントした場合、全体で７２７人の採用が見込まれる調査結果となっている。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業・団体等に限定した調

査結果においても、文学部人文学科を卒業した者への高い採用意向が確認できること

から、卒業後の進路においては十分な見通しがあると考えられる。（資料１４：追手門

学院大学文学部 進学需要・人材需要に関するアンケート調査結果報告書（人材需要調

査部分抜粋）） 
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